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研究成果の概要（和文）：本研究は日韓自動車部品企業の海外展開に焦点を当て、自動車産業の基底を支えるTier1、T
ier2企業の中国展開の比較研究を通じてその特徴と問題点を検討することにあった。主に両国企業が集中する中国の北
京・天津、広州、上海、塩城地域を重点に、調査途中の2013年以降円高から円安に大きく振れた条件変化を加味して、
日韓開発体制の比較-現代南陽技術研究所と煙台技術センター、トヨタ本社及びトヨタ常熟開発センター、韓国昌原工
業団地部品企業、北九州、東北地区の部品企業を見直す作業、アセアン部品企業、大連東風日産を加えて日韓でのTier
1,Tier2企業の機能の相違を分析した。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on the overseas expansion of the Japanese and Korean 
automobile and automotive parts industry, especially concerning the issues for Tier 1 and Tier 2 
suppliers.As companies from both countries are concentrated in the Beijing-Tianjin area, Guangzhou, and 
Shanghai this investigation concentrated on these areas. However, as the exchange rate of the Japanese 
Yen shifted heavily at the middle of our investigation in 2013, this significant factor must be kept in 
mind. We visited Hyundai’s Namyang technology research center in Hwaseong City and its China technical 
research center in Yantai, Shandong as well as Toyota’ headquarters and R&D Center in Changshu, parts 
suppliers located in the Changwon Industrial Zone in Korea, repeatedly investigated automotive component 
companies from Kitakyushu and Tohoku area, researched on the ASEAN automotive parts industry, visited the 
plant of Nissan-Dongfeng in Dalian, and analysed the function of Tier 1 and Tier 2 suppliers.
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１． 研究開始当初の背景 
 
中国市場は、2000年代に入り急速に成長し、
そして 2010 年代にはアメリカを抜いて世界
最大の自動車生産・販売市場となった。この
市場をいかに攻めるか。そしてマーケット・
シェアの拡大が、各国自働車企業の最大の課
題となった。ここで欧米企業と並んで急速に
シェアを伸ばしたのが韓国企業であり、逆に
低迷したのが日本企業だった。そこで、本研
究は、そうした違いが何からくるのかを検討
することを試みた。本研究では、これまで既
存研究では言及されてこなかった部品企業
の活用如何、特に Tier1 ,Tier2企業の活用如
何に焦点を当てて日韓両国企業の相違を検
出してみることとした。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の新しさは、急成長を遂げた中国市
場に絞りながら、当該市場で成長と低迷の鋭
角的相違を示す日韓両国企業に焦点を当て、
しかもカーメーカーに部品を供給する
Tier1 ,Tier2企業の実態分析を試み、そこで
の日韓相違を検出しようとした点にある。特
に Tier1 ,Tier2企業の分析、なかでも中小地
場企業を含む中韓 Tier2企業の分析は、これ
までも先行研究に乏しく、かつ地域的にも拡
散していたため調査に困難が伴った。しかし、
ここに「現調化」による部品原価低減の秘密
があるので、ヒヤリング主体の企業訪問分析
を実施した。 
 
３．研究の方法 
 
具体的には、 
①日韓Tier1企業の位置づけや指導方針など
をヒヤリングするための韓国の現代自動 
車と日本のトヨタ自動車の本社訪問、さらに
は現代自動車の南陽技術研究所、中国の北京
現代工場、トヨタの常熟開発センターの訪
問・ヒヤリングを実施した。 
➁日韓Tier1企業の活動をヒヤリングするた
めに、中国北京周辺、天津開発区、山東地区
＜青島、烟台、日照地区の工業団地企業＞及
び常熟、上海地区の現代モビス、現代 WIA,
万都、デンソー、アイシン、アドビックスな
どの日韓企業を訪問、ヒヤリングを実施した。
さらに日韓Tier1企業の活動を通じて傘下の
Tier2 企業からの部品供給状況及び取引関係
に関する情報収集を実施した。 
③ ➁のヒヤリンング情報に基づき、日韓
Tier2 企業を訪問し、その営業実態の調査を 
行うと同時に日韓 Tier1 企業による Tier2 企
業への指導やチエック、技術伝播の経路や内
容等に関するヒヤリングをおこなった。我々
は、北京、天津、山東地区 20 社、広州、上
海地区 10 社の日韓 Tier2、Tier3 企業に対す
るヒヤリング調査を実施した。さらに試験的
ではあるが、中国進出との比較でタイ、ベト

ナム、カンボジャでの日韓 Tier1 ,Tier2 企
業の実態分析も試みた。 
 
４．研究成果 
 
以下、5に示すように、この間の研究成果は、
論文 12 本、研究発表 6件、図書 3冊である。
その内容は以下のように分類することがで
きる。  
 まず、日韓両国企業の中国展開を中心にさ
らにそれをアジア、BRICS,中東欧にまで拡大
し、中国市場への日韓中国進出を相対化しな
がら、より一層日韓両国企業の中国進出を明
らかにしたことである。 
 次に、日韓両国企業の中国展開を日韓 Tier
１、Tier2 さらには Tier3 企業にまで考察範
囲を広げながらその実態を明らかにしてい
ったことである。 
 そして日本国内においても関東地域、北九
州地域、東北地域の自動車部品企業を訪問し
聞き取り調査を行い、中小部品企業が進む方
向性について研究を深めた。 
 最後に日韓両国企業の中国展開の特徴を
より鮮明にするために、Tier１、Tier２さら
には Tier3 企業のタイ、ベトナム、カンボジ
ャ展開の調査を行った。 
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